
【課題】
中山間地域における
著しい過疎化・高齢化

空き家・耕作放棄地
の増加、担い手不足

１．過疎化や高齢化が著しい圏域内の中山間地域において、住民を主体とした体験型・着地型の観光としてグリーンツーリズムに着目した取組を実施
することで、地域の活性化や振興を図ることを目的とする。
２．今年度は、今後のグリーンツーリズムの本格的な展開に向けて、地元企業、大学、いなべ市や外部人材など産学官民が連携し、５つのモデル地区
を拠点として、それぞれの拠点における特性を活かした取組を検討・先行的に実施するとともに、５年間程度の推進計画を策定する。
３．来年度以降においては、上記策定計画に基づき、圏域全体で取組を展開し、中山間地域における所得の確保や就業機会の創出を図る。
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取組支援を実施

圏域全体への
取組展開を検討

訪れてみたい、住みたい・住み続けたいと思えるまちづくり！
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